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研究分野： 人文学 
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１． 研究計画の概要 

本研究課題は、女性の活動領域の拡大をめ
ぐるヴィクトリア朝後期の社会的な動きと
同時代の文学的想像力が相互に影響を与え
あった様相を、多様なジャンルの女性著述家
の散文から解明することを目指すものであ
る。性病防止法撤廃運動の中心人物であるジ
ョゼフィン・バトラーは、これまで活動家と
して捉えられてきたが、「抗議と抵抗の文学」
とも呼ぶべき多くの著作物を残した。また、
ソファイア・ジェックス＝ブレイクによる英
国女性医師の誕生をめぐる闘争劇は、英国社
会特有の女性蔑視の根深さを物語る。しかし、
彼女の活動によってロンドンに女子医学校
が開校されると、女子医学生や女性医師をヒ
ロインとする小説が登場し、彼女たちは文学
的イコンとなる。現実にそうであったように、
文学的想像力においても女性医師は、英国、
そして帝国の女性の身体の守護者として表
象されていく。性病防止法から女性医師の誕
生という社会的動きのなかで、女性たちが連
帯し、自らの身体を回復する政治的な声の獲
得の過程とその戦略性を具体的に明らかに
したい。さらに、世紀末の〈新しい女〉小説
家によって、活字媒体は結婚制度と女性の性
をめぐる政治の討論の場と変わる。だが一方
で、医師で作家のアラベラ・ケニーリーは優
生学の見地から、女性の性を「母性」に吸収
させてしまう。世紀転換期の女性表象の揺れ
動きを考察し、女性表現に隠された社会・国
家との争闘、あるいは共謀の痕跡を読み解く
ことを目指す。 

 

２．研究の進捗状況 

 本研究課題の初年度は、ジョゼフィン・バ
トラーによる英国内の性病防止法撤廃運動

の一環としての執筆活動に焦点を当て、講演
原稿からパンフレットや伝記まで、多岐にわ
たる彼女の著作物を調査した。彼女の活動の
原動力が怒りであり、その著作には女性の身
体を支配する家父長的権威を転覆する野心
が暗示されている。この意味において、バト
ラーは 19 世紀女性の著述に新たなスタイル
を切り拓いたと言える。バトラーが女性医師
の役割に注目したように、英国初の女性医師
エリザベス・ブラックウェルもまた社会浄化
運動の担い手の一人であった。 

 二年目から三年目にかけては、女性医師に
よる著作と、女性医師をめぐる社会的・文化
的コンテクストを調査した。女性医師のパイ
オニア世代のなかでも積極的に執筆活動を
展開したブラックウェルは、女性の身体を管
理する法と医学界のミソジニーの非道性を
訴えた。また、彼女が複数の著作において当
時の女性の性的欲望をめぐる神話を否定し
たことは、女性が性について語る契機をもた
らし、世紀末の〈新しい女〉の誕生へと連動
していることが明らかになった。また、作家
活動を展開したマーガレット・トッドとアラ
ベラ・ケニーリーの小説において、それぞれ
のフェミニズムに対するスタンスは異なる
が、両者の女性医師の表象には同性の身体の
守護者としての使命が見出され、同時にその
ことが物語の展開上でも重要な役割を果た
す。医学という新たな領域に参入した女性た
ちのヒロインはいずれも〈新しい女〉の範疇
に入る。 

最終年度にあたる今年は、小説研究を中心
に、世紀末の文化的現象である〈新しい女〉
をめぐる言説を検証し、ヴィクトリア朝後期
から世紀転換期にかけての国家、帝国、ジェ
ンダーを取り巻く文化的なコンフリクトを
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検証し、女性による社会運動と文学表象との
相関関係を照射することになる。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

理由：バトラーの性病予防法撤廃運動をめぐ

る著作活動、ならびに女性医師のパイオニア

のブラックウェル、医師兼作家のトッドとケ

ニーリーの著作の検証は予定通りに進んで

おり、その成果を国内外の学会において積極

的に発表している。また、現在は二本の投稿

論文が査読中である。女性による身体政治の

ための声を読み解いてきた結果、ヴィクトリ

ア朝後期、とりわけ 1880 年代・90 年代の世

紀転換期は、フィクション、ノンフィクショ

ンを通じて、書き手としての女性が自らの個

人的な経験を社会的経験として発信し、そう

した政治的言説を読者としての女性が共有

し、消費する文学的市場が成立し、同時に活

字媒体が政治的な討論の場として機能した

時代であったことが明らかになってきてい

る。 

 

４．今後の研究の推進方策 
今後残された研究期間（平成 23 年度）は、

セアラ･グランドのテクストに刻まれた性の
二重規範への抵抗と、女性の身体への暴力と
搾取に対する抗議としての政治的な声を検
証する。そのうえで、家父長的社会における
女性の生と性の搾取に対する抵抗と抗議と
しての女性たちの運動と執筆活動の相関関
係を検証することを目的とする本研究課題
の包括的結論を出すべく、研究計画を推進し
ていく予定である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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